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城戸かれんさん応援レポート

「シャネル・ピグマリオン・デイズ2016」
2016年10月29日（土）
シャネルネクサスホール

シャネル・ピグマリオン・デイズ vol.５
「シャネル・ピグマリオン・デイズ」。

東京・銀座のシャネルビル内のホール、
シャネル・ネクサス・ホールにて開催されて
いるこのシリーズ、若手のアーティストに演
奏機会を提供するプログラムである。

演奏会の名称は、シャネル社創始者である
ガブリエル・シャネルが「ピグマリオン＝才
能を信じ、支援して開花させる人」だったと
いわれていることからのネーミング。無名時
代の芸術家達の支援を続けた「ピグマリオ
ン」ガブリエル・シャネルのスピリットを踏襲
して続けられている「シャネル・ピグマリオ
ン・デイズ」。

ちなみに、シャネルが支援した無名時代の
芸術家には、パブロ・ピカソ、イーゴリ・スト
ラヴィンスキー、レイモン・ラディゲ、ルキノ・
ヴィスコンティ、ジャン・コクトーら、そうそう
たる名前が並ぶ。

毎年５名ほどの若手演奏家を支援するこの
シリーズ、2016年はその中に、チェロの上
野通明さん、ヴァイオリンの城戸かれんさん
の財団奨学生２名が選出されている。
それぞれのアーティストは、１月からの１年
間に、シャネル・ネクサス・ホールにて年６
回の演奏という素晴らしい機会をいただくこ
とになる。

会場のシャネル・ネクサス・ホール。

ブランドロゴと同様に、黒と白で統一された
ホールはとてもシックな空間。プログラムも
黒を基調に制作されており会場内一帯が洗
練された雰囲気である。

６回の演奏会のプログラムは、各々のアー
ティストの自由に任されている。テーマ構成
や選曲にも興味がわく演奏会だ。

城戸さんはこのシリーズ、毎回テーマを設
定し、様々なヴァイオリンの名曲を聴かせ
てくれている。

５回目の本日のプログラムは、ベートーヴェ
ンのソナタを２曲。大伏 啓太氏のピアノで
聴かせてくれる。

客席には多くのお客様。熱心に毎回通って
くださるお顔も見える。
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その時だからこそできる演奏、深めていきたい

城戸さん拍手に迎えられて登場。

シャネルのこのコンサートは、着席するお
客様の後方から入場し、拍手に送られな
がら花道を歩んで舞台に上がる形式。演
奏者と客席が非常に近いという特徴があ
る。

本日は最初にトーク。この演奏会も５回
目を迎え、マイクを持つ姿も堂に入ってい
る。

「・・・ベートーヴェンは一番好きな作曲家
です」。本日はヴァイオリン・ソナタ２番と
９番クロイツェル。「・・・29日なので２番と
９番を選んでみました」と会場を笑わせる。

＜演奏会概要＞

◆出演

城戸かれん［ヴァイオリン］
大伏啓太［ピアノ］

◆プログラム

ベートーヴェン：
ヴァイオリンとピアノのためのソナタ
第2番 イ長調 作品12-2

ヴァイオリンとピアノのためのソナタ
第9番 イ長調 「クロイツェル」作品47

１曲目はベートーヴェンのヴァイオリンとピ
アノのためのソナタ第２番。

ヴァイオリンが良く鳴り、会場中に響き渡る。
明るい作風を美しい音色が奏でる。

２曲目はヴァイオリンとピアノのためのソナ
タ第９番。「クロイツェル」。ベートーヴェン
の全10曲のヴァイオリン・ソナタの中でも最
高傑作と位置付けられている作品である。

静かに始まり激しく華やかに、ピンと張り詰
めた空気の中、圧倒的な存在感で弾ききっ
た。

演奏後に届いたレポートには、以下のよう
なコメントがあった「・・・クロイツェルソナタ
は初挑戦となりましたが、今回の共演ピア
ニストである大伏啓太さんにリハーサルか
らたくさん教えていただき、とても楽しい初
クロイツェルとなりました」「・・・これは今後
ずっと付き合っていくことになる作品だと思
うので、その都度、その時だからこそできる
クロイツェルになるように、そして年を重ね
る度に深めていけたらと思います」。

城戸さん、素敵な演奏でした。
また聴かせてください！

終演後、犬伏啓太氏と
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【コンサート・プログラム（表紙）】
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【コンサート・プログラム（プログラム）】
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【コンサート・プログラム（楽曲解説）】
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【コンサート・プログラム（プロフィール）】


